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熱硬化性プラスチック産業廃棄物のリサイクル
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１．はじめに

大阪府においては，プラスチック関連企業の事業所数，

出荷額は全国の約１０％を占めているが，プラスチック産

業廃棄物の回収あるいは廃棄処理にかかるコストが企業

にとって大きな負担となっている．プラスチック産業廃

棄物は，使用されている材料の種類が多く，それぞれの

材料に対応した有効再利用法を開発する必要がある．

廃プラスチックのリサイクルとしては，図１１)に示す

ように，マテリアルリサイクル(再使用＆再利用)，ケミ

カルリサイクル(化学分解，モノマー回収，熱分解)，エ

ネルギーリサイクル(焼却・熱回収利用，固形燃料化)が

考えられる．
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プラスチック廃棄物の場合には，マテリアルリサイクル

を中心にいずれのリサイクル方法においても対応が可能

となりつつある．しかし，ポリ塩化ビニルやポリ塩化ビ

ニリデンのような含塩素系プラスチックの場合には，熱

分解によって大量の塩化水素ガスを発生し，さらに焼却

条件によってはダイオキシンなど毒性の高い塩素化合物

生成の恐れがあるため2)，大戴に発生する含塩素系プラ

スチック廃棄物の処理に苦慮しているのが実状である．

しかし一方では，含塩素系プラスチックの熱分解によっ

て発生する大量の塩化水素ガスには，他の樹脂の分解を

促進する効果が期待できる．

他方，熱硬化性プラスチック廃棄物は不溶不融のため，

リサイクルや減容化が容易でなく，現時点では粉砕によ

る充填材としての再利用あるいは乾留，熱分解等による

有効成分の回収が検討されているが，まだ実用化までに

は至っていないという状況にある．

今回の実験では，不飽和ポリエステル樹脂及びウレタ

ン樹脂といった，分子内に結合としては比較的切れやす

いエステル結合を有している熱硬化性樹脂と分解促進効

果が期待できるポリ塩化ビニルを共存させて熱分解反応

を行った．そして，マイルドな分解反応(250℃という低

温で，ダイオキシンが発生しない)における，より多く

の有用な分解生成物の回収並びに分析技術について検討

した．さらに，分解生成物の有効利用を目的として，不

飽和ポリエステル樹脂の分解生成物を用いた各種ポリマー

アロイの調製を行い，その諸特性についても同時に検討

したので，その結果を報告する．




















